
  

 

 

 

 

１０月１６日は 「世界食料デー」 
 

国連によって、世界の食料問題を考える

日として制定されました。さらに２０１５年の

国連サミットで「 S D G
エスディージー

ｓ
ズ

」（持続可能な開発目標）では２０３０年までに

１７の目標が定められていますが、その目標２には「飢餓
き が

をゼロに」が

あります。 

飢餓
き が

とは、食べるものが十分になく、栄養が不足している状態です。

体の成長に悪影響がでたり、病気になったり、最悪の場合、命をおと

すこともあります。 

世界全体でみると、世界中の人が十分に栄養をとれるだけの食料

生産はできていますが、平等にはいきわたっていないのが現状です。 

参考：「家庭とつながる新食育ブック②」(少年写真新聞社)「SDGs クイズブック楽しく学ぼう！17の目標」(金の星社) 

Q1.世界の飢餓
き が

人口は、２０05年から 2014年までで約 3億人減り 

ましたが、その後、現在まではどうなったでしょうか？ 

A． ①さらに減っていった  ②ほぼ横ばい  ③逆に増えていった 

Q２.日本の食料の輸入がストップした場合、肉（鶏・豚・牛）を食べられる 

頻度
ひ ん ど

はどれくらいになるでしょうか？ 

A．  ①３日に１度  ②６日に１度  ③９日に１度 

 

答えは 

1階配膳室に‼ 


